
初の月
日本企

S
L
I
M
に
続
け
宇
宙
開
発
弾
み

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）
・
の
小
型
無
人
探
査
機
「
S
L
I
M
（
ス

リ
ム
）
」
が
日
本
初
の
月
面
着
陸
、
そ
れ
も
誤
差
1
0
0
㍍
以
内
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着

陸
に
成
功
し
た
。
S
L
I
M
の
機
体
な
ど
の
開
発
に
は
電
機
大
手
か
ら
玩
具
メ
ー
カ

ー
ま
で
日
本
企
業
が
結
集
。
国
内
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
や
探
査
機
の
打
ち
上
げ
が
続
々
と

予
定
さ
れ
て
お
り
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
飛
躍
へ
期
待
が
高
ま
る
。

小
型
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
「
L
E
V
－
2
」
（
愛

称
S
O
R
A
I
Q
）
が
撮
影
し
た
月
面
着
陸
後

の
探
査
機
「
S
L
－
M
」
（
J
A
X
A
、
タ
カ
ラ

ト
ミ
ー
、
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、
同
志
社
大
提
供
）

S
L
I
M
全
体
の
設
計
や
製
造

を
担
っ
た
の
は
三
菱
電
機
だ
。
高

精
度
の
着
陸
に
不
可
欠
な
カ
メ
ラ

や
レ
ー
ダ
ー
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

る
「
航
法
誘
導
制
御
系
」
も
J
A

X
A
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
同
社

で
開
発
。
急
降
下
し
な
が
ら
自
ら

の
位
置
や
目
的
地
ま
で
の
距
離
を

推
定
し
、
姿
勢
を
修
正
す
る
と
い

う
難
し
い
動
き
を
支
え
た
。

宇
宙
事
業
を
担
当
す
る
佐
藤
智

典
常
務
執
行
役
は
「
各
工
程
の
中

で
最
も
難
し
い
の
が
着
陸
。
完
璧

と
は
言
え
な
い
が
成
功
し
て
は
っ

と
し
て
い
る
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せた。徹
底
的
に
軽
量
化
を
追
求
し
た

機
体
に
搭
載
さ
れ
た
薄
膜
太
陽
電

池
は
シ
ャ
ー
プ
が
手
掛
け
た
。
薄

い
フ
ィ
ル
ム
で
太
陽
電
池
セ
ル
を

包
ん
だ
構
造
で
軽
量
化
を
実
現
。

着
陸
直
後
は
機
体
が
計
画
と
は
違

う
姿
勢
だ
っ
た
た
め
発
電
で
き
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
正
常
に
稼
働

し
月
面
観
測
を
助
け
た
。

S
L
I
M
か
ら
投
下
さ
れ
た
小

型
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
は
玩
具
メ
ー
カ

ー
の
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
な
ど
4
社
が

共
同
開
発
。
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
が
変

形
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
お
も
ち
ゃ
開

発
で
培
っ
た
技
術
が
応
用
さ
れ

た
。
走
行
や
撮
影
な
ど
の
動
作
制

御
は
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
の
市
販
の

機
器
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ソ
ニ
」

は
「
多
額
の
投
資
が
必
要
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
宇
宙
開
発
の
中
で

汎
用
品
の
活
用
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
」

（
広
撃
と
話
す
。

今
年
は
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
打
ち

上
げ
が
相
次
ぐ
。
S
L
I
M
を
宇

宙
に
運
ん
だ
H
2
A
ロ
ケ
ッ
ト
を

J
A
X
A
と
開
発
し
た
三
菱
重
工
′

業
は
、
1
5
日
に
後
継
機
の
試
験
機

打
ち
上
げ
を
予
定
。
宇
宙
事
業
会

シ
ャ
ー
プ
が
開
発
し
、
月
面
＼

着
陸
に
成
功
し
た
小
型
無
人

探
査
機
「
S
L
－
M
」
搭
載

の
太
陽
電
池
（
同
社
提
供
）

社
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
（
東
京
）
は
3

月
、
和
歌
山
県
で
初
号
機
を
打
ち

上
げ
る
。
宇
宙
開
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
・
1
S
p
a
C
e
（
ア
イ
ス
ペ
ー

ス
）
も
年
内
に
月
面
探
査
機
を
積

ん
だ
着
陸
船
の
打
ち
上
げ
を
目
指

す。
政
府
は
民
間
企
業
や
研
究
者
の

支
援
に
向
け
、
1
0
年
間
で
総
額
1

兆
円
を
拠
出
す
る
計
画
だ
。


